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モアリルアルコールが得られている（ 8 6 - 9 5 % e e）。また、メタリルクロリド
を用いた場合も同様に、高収率かつ高エナンチオ選択的に反応は進行してい
る（ 9 0 - 9 5 % e e）。反応に必要なクロム 触媒の量は 5  m o l %まで低減すること





同様に不斉アリル化反応のメカニズム解析を行っている Um a n i - R o n c h i らの
結果とは異なり、アリルクロム試薬とアルデヒドを活性化するクロムとが同
一であることを明らかにしている。第６節では、反応の基質一般性を確認す
るために、ビタミン D３ の アンタゴニストである c a l c i t r i o l  l a c t o n e の鍵中間
体合成に本反応を適用している。その立体選択的合成に関してはこれまでに
数例の報告があるが、いずれも多段階の反応を要し、かつ量論量の不斉素子
や有機ケイ素試薬の使用が必要であっ た。一方、ビタミン D２ よ り ８工程に
て合成したアルデヒドに対して、開発した触媒的不斉メタリル化反応を行う
























　第３章では HM G- C o A 還元酵素阻害剤 F R 9 0 1 5 1 2 の構造決定と初の不斉全
合成につ いて述べてい る。 F R 9 0 1 5 1 2 および F R 9 0 1 5 1 6 は藤沢薬品 工業（現
アステラス製薬）の研究グループにより無胞子不完全菌株 No . 1 4 9 1 9 から単




そ の 構 造 決 定 に 成 功 し て い る 。 第 ３ 節 で は [ 2 +2 +2 ]付 加 環 化 反 応 を 利 用 し た
テトラリン環の合成研究について述べている。光学活性なジインとアセチレ









ン の ３ 置 換 ア ル ケ ン 部 位 を 立 体 選 択 的 に 水 素 添 加 し て い る 。 触 媒 に





3 , 5 -ジ ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 へ と 変 換 す る こ と で 、 F R 9 0 1 5 1 2 の 初 の 不 斉 全
合成を達成している。本全合成では、全 1 7 工程、エナンチオマーおよびジ








本反応は、 c a l c i t r i o l  l a c t o n e、 F R 9 0 1 5 1 2 のみならず、他の天然物合成にも応
用が可能だと考えられ、有機合成的観点から高く評価できる。従って、本論
文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。
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